
（別紙３）

～ 令和7年　3月　31日

（対象者数） 21 （回答者数）
10

～ 令和7年　3月　15日

（対象者数） 6 （回答者数）
6

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

子どもたちそれぞれに合った療育を、作業療法士とともに見

つける

2

子どもたち同士がコミュニケーションをとれるような遊びを

増やす

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

支援員の立ち位置を明確に指示する

2

目隠しや物置き、棚を設置する

3

活発に過ごす部屋と落ち着いて過ごす部屋がわかれている 身辺自立を促す為、あまり手伝いすぎない

近い年齢の子どもが多いので、療育のレベルにまとまりがある

みんなで同じことをしやすい

できるだけ全員で同じ療育を一緒にする

作業療法士がいるので、よりよい療育ができている

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

児童同士の関わりでケガが多い 部屋がL字型なので死角ができ、見落とすことがある

児童が支援員の目をぬすんでキッチンに入ってしまう キッチン横におもちゃや本を置いている為

令和7年　2月　25日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和7年　4月　25日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 放課後等デイサービス　ぽんぽこはうす２

○保護者評価実施期間
令和7年　3月　1日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


